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平成18年度学生相談員紹介　ーー　気軽に相談してみよう！
相談をするには？  
①　相談を希望する相談員が決まっている場合には、できるだけ事前に予約を入れてくださ
い。（予約がない場合お待ちいただくか、翌週に来ていただく場合があります。）
 相談予約は、学生相談室を訪ねて予約してください。 
②　希望する相談員が決まっていない場合は、相談室スタッフにご相談ください。学生相談
室スタッフへの相談は、開室時間中いつでも相談できます。

●多摩キャンパス

＜学部選出の相談員＞………………………………………………
法学部
氏　名 相談曜日・時間 相談領域 コメント
塚本 三夫 月曜日

11:00～12:30
学習・学生生活・
進路

中央大学在職13年になりました。学部ではコ
ミュニケーション論、政治情報学を担当してい
ます。学生時代は社会学、社会心理学等に関心
を持っていました。スポーツ（現在は専ら観戦）、
音楽などが趣味、ラグビー部々長５年目。

舟橋 一郎
（精神科医）

木曜日
13:20～14:50

精神衛生 平成10年より中央大学に勤務致しておりますが、
それまでの27年間は東京都職員共済組合病院青
山病院神経科で、心の病気の方々の治療に従事
してきました。この臨床経験を生かして、少し
でもお役に立つ相談が出来ればと思っています。
精神保健指定医。

相田 淑子 水曜日
15:00～16:30

学業・留学・学
生生活

40代後半の教員です。2003年度から中大に来
ました。担当科目はフランス語、専門はフラン
ス・ルネサンス文学です。フランス留学を希望
する方、学 業に迷いを感じている方、是非立
ち寄ってみて下さい。

森　　　光 木曜日
13:20～14:50

学業・学生生活
全般

私は1994年に法学部に入学し、以後今に至る
までこの大学で過ごしております。皆さんと同
じキャンパスで学んだ経験を生かして相談がで
きればと思っております。
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経済学部
氏　名 相談曜日・時間 相談領域 コメント
小口　好昭 木曜日

13:20～14:50
学業全般・学生
生活

栃木県出身、中央大学経済学部卒、および中央
大学大学院経済学研究科単位取得。現在経済学
部教授。研究領域は会計学・環境会計です。気 
軽に相談に来てください。

高村　直成 火曜日
16:35～18:05

課外活動・健康・
身体・留学

専門領域は野外教育、競技はアルペンスキーを
やっていました。スキーのことを学ぶために、
オーストリアのインスブルック大に留学してい
たこともあります。大学では健康スポーツ担当
です。少しでも皆さんの役に立てればと思って
います。

清水　晶子  火曜日
9:20～10:50

学業・留学・学
生生活・その他
（LGBTQ関連）

中大３年目です。英語担当ですが、専門はジェ
ンダー・セクシュアリティ理論です。英国に４
年間留学していましたので、留学関係ではお役
に立てると 思います。気軽に相談に来て下さい。

商学部
氏　名 相談曜日・時間 相談領域 コメント
島村　法夫 火曜日

16:35～18:05
よろず相談。特
に交友関係、学 
業、進学、留学、
就職

中大に赴任して27年。立教の英文科で学んだと
き、何でも自由にやれる大学は素晴らしいと思
いました。直面している問題を共に考え、一条
の光明を見出せたらと思います。躊躇しないで
訪ねてください。少しの勇気で、別の世界が拓
けるきっかけになることが多いのです。

三浦　俊彦 火曜日
11:00～12:30

学業・学生生活
全般

中大に来て20年。専門はマーケティングと消
費者行動です。座右の銘は、Always　Further
（常にもっと先へ；モンドリアンの言葉）。皆さ
んがさらに先へ進まれるお手伝いが出来ればと
思っています。

福地　　務 金曜日
17:00～18:30

学生生活・アメ
リカ留学

50代の”オジン”。こんなオジンに相談したっ
てしょうがない、と思わず、気楽に来てくださ
い。本人は発展途上人と自覚し、皆さんほどで
はありませんが、何かに挑戦する気持ちをまだ
もっています。趣味はスポーツ観戦、特にサッ
カー。

文学部
氏　名 相談曜日・時間 相談領域 コメント
河西　良治 水曜日

15:00～16:30
学業・進路・留
学・学生生活な
ど

言葉と精神の仕組みが研究テーマです。人間の
基盤である言葉は、人生の様々な問題を生み出
す原因にもなります。言葉の仕組みをしっかり
と理解することが大切だと思います。

川越　泰博 月曜日
11:00～12:30

学業・学生生活
全般 

専門は中国近世史。以前は旅は嫌いでしたが、
突然変異的に好きになりました。飛行機の中や
ホテル滞在中に考えることは、来し方をふりか
えり、こんな生き方でよかったのかという自問
自答です。華甲の年を迎えても、こんな調子で
すから、役に立つ相談が出来るかどうか自信が
ありませんが、気軽に話しに来て下さい。
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氏　名 相談曜日・時間 相談領域 コメント
加納　樹里 木曜日

11:00～12:30
課外活動・健康・
身体・生活

1957年生まれ。文学部で健康・スポーツ科学
領域を担当しています。専門領域はスポーツ医
学、サッカー。担当領域を中心に気軽に話しに
来てください。

下田　　僚 月曜日
13:20～14:50

学生生活・対人
関係

専門は臨床心理学です。中央大学に来て２年目
なので、大学自体のことは、まだよく分かりま
せんが、何かあったら一緒に考えていきましょ
う。

総合政策学部
氏　名 相談曜日・時間 相談領域 コメント

李　　熒娘
火曜日

15:00～16:30
学業・留学・生
活・進路等

1954年生まれ。2000年より中央大学の一員に
なりました。総合政策学部で 歴史、社会文化論、
韓国・朝鮮語を教えています。学生諸君との出
会いで、何が生まれるか楽しみです。

後楽園キャンパス
理工学部
氏　名 相談曜日・時間 相談領域 コメント
加茂　文三 月曜日

10:40～12:10
学業・学生生活
全般

あの時、なにげなく交わした会話が、その後の
己の思考や行動に大きな影響を受けていたのだ
なと回顧することがあるものです。若い皆さん
は、訪れた好機や危機にどのように対面してよ
いものやら、逡巡したり葛藤したりすることが
度々でしょう。そんな時こそ、価値観や世代の
異なった人との会話を交わすことは、次の一歩
を踏み出すのによい契機となるでしょう。学生
と４０年以上に渡り接してきた経験や子育ての
体験を通してあなたの隘路を探るお手伝いをし
ます。

久米　　均 火曜日
14:40～16:10

学生生活全般 専門は経営・環境・安全のマネジメント。音楽・
スポーツが趣味ですが、音楽は、クラシックの
演奏と鑑賞。スポーツは、観るのは野球と相撲。
子供の時は阪神タイガースのファン。今でもタ
イガースが勝つと少し嬉しい。するのはゴルフ
とスキー。スキーは夫唱婦随で３０年以上にな
ります。

築山　修治 金曜日
14:40～16:10

学業・課外活動・
進路

一番興味を持っているのは、大規模集積回路の
設計にコンピュータを利用する方法を考えるこ
とと、その方法をプログラムにすること。その
次は、テニス、ゴルフ、クラシック鑑賞の順。
頭の疲れは体を動かして癒しています。『専門
は深く教養は広く』が研究室のモットー。深さ
にも幅にも端は無いようです。
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＜嘱託相談員＞………………………………………………………
多摩キャンパス
氏　名 相談曜日・時間 相談領域 コメント
羽藤　邦利
（精神科医）

月曜日
13:00～17:00

うつや不安、不
眠の相談

メンタルな面で学生諸君をサポートするのが私
の役割です。頑張ることに限界を感じた時、不
安が強い時、支えがほしいと思った時など、ど
うぞ気軽に相談してください。

小林美也子
（精神科医）

火曜日
10:00～14:00

精神衛生 20年近く精神科の医者を名乗っておきながら、
町の本屋さんに並ぶ「うつ病」「神経症」の本
の最後に、「専門家に相談しよう」とあると、「私
は誰に相談すればいいの？」と悩んでしまう、
頼りない医者です。一緒に悩むことで、背負っ
ている荷物が少しでも軽くなれば、そしていつ
か、とっておきの開き直りの術を伝授できれば
と思っています。

髙橋象二郎
（精神科医）

木曜日
10:00～14:00

精神衛生 専門は予防精神保健です。気軽に相談においで
下さい。平成16年４月からの新しいスタッフで
す。

渡邉　良弘
（精神科医）

金曜日
13:30～17:30

精神衛生 「ひとと折りあえない」「自分と折りあえない」
ときに支えとして役立ちたいと思います。ひと
りで悩み、眠れず、疲れやすいとき、一緒に問
題解決の糸口を見つけていきましょう。

萩原　豪人
（カウンセラー）

火曜日
12:00～18:00

心理・性格・対
人関係・人生

誰かと話し、一緒に考えることで、心の余裕、
安心感、自信、新しい見方・方法などが自然と
出てくることがあります。そんなお手伝いをし
ていきたいです。

芳賀　　道
（カウンセラー）

水曜日
10:00～16:00

心理・対人関係・
生活一般

大学生活では、いろいろなことに悩んだり、迷っ
たり、不安になったりすることがあると思いま
す。そんな時は気軽に話しに来てみてください。
中大の卒業生なので、心理的なことだけでなく、
学生生活全般での話も聞いていきたいです。

奥田　良子
（カウンセラー）

木曜日
11:00～17:00

精神衛生・心理・
性格・対人関係
などについての
相談及び心理テ
スト

青年期を専門にしています。箱庭療法や心理テ
ストも利用しながら、一緒に問題を考えていき
ましょう。どうぞよろしく。

倉島　　徹
（カウンセラー）

金曜日
12:00～18:00

心理・対人関係・
人生

人は、皆悩みます。悩むことは悪いことではあ
りませんし、悩むほうがいい時もあります。困っ
た時は相談室に気軽に来てください。

池田　健司
（弁護士）

水曜日
16:30～18:00

法律問題全般 平成８年から、弁護士をしております。 日常生
活において生じる法的なトラブルについて、遠
慮なくご相談下さい。また、今年度より中大ロー
スクールの兼任講師をしておりますので、ロー
スクールについてお聞きになりたい方もおいで
下さい。
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　後楽園キャンパス
氏　名 相談曜日・時間 相談領域 コメント
金野　倫子
（精神科医）

火曜日
10:00～14:00

精神衛生 コメントと言われて「キャンパスライフ」とい
う言葉と「シュトルム・ウント・ドランク」と
いう言葉が同時に浮かんできました。私に出来
ることは限られていると思いますがよろしくお
願いします。

山本　芳正
（精神科医）

木曜日
9:30～13:30

精神衛生 精神科医ですが、臨床心理士でもあります。従っ
て精神医療だけでなく、生活相談等についても
対応します。気楽な気持ちで学生相談室へご連
絡下さい。

奥田　良子
（カウンセラー）

火曜日
11:00～17:00

多摩キャンパス
参照

多摩キャンパス参照

大沢　辰明
（カウンセラー）

水曜日
14:30～17:30

対人関係、性格・
心理

大学生活ではいろいろなことで悩んだり、壁に
ぶつかったりすることがあると思います。家族
や友人に相談しても、解決策が見つからない時
は、気軽に相談室のドアーをたたいてください。
一緒に壁をこわしましょう。

�学生相談室主催行事の紹介

夏季セミナー
レポートやプレゼンもこれで安心
     グループワークで表現力を磨こう！

  レポートの書き方で迷ったことや、ゼミ発表で苦労したことはありませんか？。 
　 夏季セミナーは、グループワークを通じて、「話すこと」「書くこと」の楽し
さを体験してみようという企画です。
　もちろん、グループワークそのものに興味がある、いろいろな人と話たい、夏
休みの宿題に役立てようという人も大歓迎です。
　１年生からOK、学年は問いません。
　ぜひ気軽に参加してください。

日　時：８月４日（金）～8月５日（土）1泊2日

場　所：大学セミナーハウス（八王子市内）　

講　師：倉 島 　徹　（学生相談室心理カウンセラー）

定　員：16名

         （本学学部学生・多摩キャンパス学生相談室にて申し込み・先着順）

             ※この記事が掲載された時点で定員に達していた場合はご了承ください。

参加費：４ ,０００円
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「緊張」とうまくつきあう「緊張」とうまくつきあうCurren
t

Topics

学生相談室嘱託心理カウンセラー  芳　賀　　道
　
　新年度に入って自己紹介をする機会が多い、ゼミでみんなの前で発表する、就職活動で面接
を受ける…ちょっと緊張してしまう場面というのは大学生活には結構ありますね。
　適度な緊張というのは集中力を伴い、その場面を成功させることもあるでしょう。でも過度
な緊張をしてしまって失敗…という経験もよくあることです。そこで、みなさんが「緊張」と
うまくつきあえるように、「緊張」についてちょっと考えてみたいと思います。

☆「緊張」ってどんな状態？
　生物学的に「緊張」とはどのような状態のことを言うのでしょうか。「緊張」する場面では、
心臓がドキドキしたり（脈が速くなったり）、全身の筋肉に力が入ったりします。これらの反
応は自分でも気づくかもしれませんね。でも身体の内部では、その他にも自分では気づかない
変化を起こしています。血圧は上がり、血液中のブドウ糖が多くなって、さらに胃腸の運動が
弱くなって、消化液の分泌も止まってしまいます。
　これは、自律神経の中の交感神経が興奮している状態で、元来は生物が戦ったり逃げたりす
るための準備の反応だったり、警告反応だったりするのです。つまり、ある場面で「緊張」す
るというのは、行動本能がその場面を“非常事態”と認識しているということなのです。

☆「緊張」した時にどうすればいい？
　では、「緊張」して困った時はどうしたらよいのでしょう？独自の対策法̶例えば、深呼吸
をする、とにかく練習を積む、掌に人を３回書いて飲むなど̶を持っている人もいますね。そ
れで落ち着ける人はそれでよいのです。しかし、どうにもこうにもという人は？そこで前述し
たように、「緊張」を生物学的に考えてみると…
̶ゼミでの発表があり、たくさんの人が見ている前でうまく話せるか？失敗したらどうしよ
う！̶というこの場面を“非常事態”と認識すると、「緊張」します。だから、この「緊張」
場面を行動本能に“非常事態”ではない！と認識させれば、「緊張」はなくなるはずです。
　具体的には＜たいしたことはない＞と思うこと。決して＜失敗したらどうしよ
う！＞、＜どうにか回避したい！＞と思わないこと。なぜなら、それによって行動本能が“非
常事態”と認識してしまうからです。極端に言うと＜それをやりたい！＞と思うくらいがよい
のかもしれません。そもそも生物にとって生命の危機以外のことは＜たいしたことではない＞
のです。
　「緊張」を生物学的に見て、それを心理的に捉え直して対策を練る、という方法はどうでしょ
うか？理論的に頭では分かっていても、実際の場面ではそんなにうまくいかないかもしれませ
ん。でも、いつも「緊張」ばかりして大変！となっているよりも、“非常事態”ではないんだから、
と敢えて自分で「緊張」を認識し直すのも変化が期待できるように思います。
　そもそも「緊張」の裏には「不安」や「恐れ」といった感情があるものです。なぜ「不安」
なのか？なぜ「恐れ」ているのか？そのことについても、自分自身で見つめ直すことも、もし
かしたら大事な作業かもしれません。もし、この作業が一人では大変だ、と思ったならば、学
生相談室をうまく利用するのもいいかもしれませんね。そして、「緊張」とうまくつきあって
いけたらいいですよね。
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